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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 

 

申請者は、核内スペックル構造体に局在化する長鎖非コード RNAが熱ショックによって核内の別の場

所に移動し、グラニュール（核内構造体）を形成することを見いだした。既知の核構造体マーカー（スペ

ックル、パラスペックル、核ストレス体、PML 体、核小体など）との共染色解析した結果、この熱ショックに

よって形成される非コード RNA含有構造体は新規の構造体であることが示唆された。本研究では、この

構造体について研究した。 

構造体研究では構成因子を明らかにすることが鍵となることから、まず、非コード RNA を含有する構

造体をアフィニティー精製する系の確立を目指した。最初、単一のアンチセンスオリゴ DNA を用いてアン

チセンスオリゴ DNA-長鎖非コード RNA との相補対形成を利用したアフィニティー精製を試みたが、十分

な RNA回収量を得られなかった。そこで、長鎖非コード RNAに対してタンデムに 50種類のアンチセンス

オリゴ DNA をデザインしてアフィニティー精製できるかを検討したところ、期待通り、十分な量の非コード

RNAを回収できる系を確立できた。このときの回収率は細胞内非コード RNAの 10％程度であった。 

次に、上記アンチセンスオリゴ DNAを使って非コード RNA と共精製されてくるタンパク質の同定を試み

た。得られた回収物を電気泳動して SYPRO Ruby染色してゲル上に可視化を試みたが、明瞭なタンパク

質バンドを検出できなかった。そこで、回収物を直接質量分析するショットガンスクリーニングを行った。

現在、質量分析データを精査している段階である。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
I have already found that nuclear long noncoding RNA changes the nuclear localization in response to 

heat shock in human cells. Immunostaining analysis by using various nuclear body marker proteins strongly 

suggested that nuclear body containing long noncoding RNA is distinct. In this study, I tried to identify 

the protein components of this heat shock-inducible nuclear body containing long noncoding RNA. 

I used biotin conjugated antisense oligo DNAs to capture endogenous nuclear long noncoding RNA. Actually, 

I designed 50 independent antisense oligo DNAs covering target noncoding RNA sequence. Finally, I 

successfully isolated nuclear long noncoding RNA by following this strategy. The yield was approximately 

10 %.  Now, I have already started MS analysis to identify proteins binding to nuclear long noncoding 

RNA. 

 


